
島根原子力発電所 PR館へ向かうバスの中で「原発反対の住民運動」 

を行っている市会議員・県会議員さんがお話をしてくれました。 

① 島根原発の概要…1号機 2号機は福島第一原発事故以来止まった 

ままです。現在 3号機（巨大原発）は建設途中ですが、ほぼ完成 

しています。20キロ圏内にほぼ松江市全域が入り、30キロ圏内 

では、47万人が住んでいます。 

② 原発周辺の活断層…原発建設時には「活断層はありません。」という事でし

たが、原発のすぐ近くに宍道湖断層が発見されている他、島根半島の周り

は活断層だらけです。それでも 3号機建設は続けられています。 

           ③避難計画…それぞれの自治体が避難計画を立        

            ていますが、約バス 200台分の人が避難で           

            きないということです。まだ具体的な解決策は

出て          出ていません。 

           “声をあげていく”ということは、安全性をうんと高  

めることに繋がります。 

ひとたび事故が起きれば、「原発の恐ろしさ、放射線の恐ろしさ」を踏まえて 

看護をしなければならなくなります。ぜひ興味を持ってください。（ガイド概要）          
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今年は♪ももクロ♪ 

男子学生の女装がブーム

の白衣のﾌｧｯｼｮﾝｼｮｰ 

 高知はみごと 3位！ 
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♪来年は高知にみんな来てね！

高知医療生協の職員の 

みなさん、たくさんのｶﾝﾊﾟを 

ありがとうございました！ 

ご

ざ

中国四国地方の 

看護学生の輪と絆！ 

 

 

 

 

 

恒例「人間の輪（和）大成功！ 

「未曽有の体験 原発事故から 5年を経て 

～フクシマからふくしまへ

～ 

皆さんは命をなりわいにしていく仕事に着く予定です。 

その命とどう向き合うか？命を扱う医師や看護師は徹夜

も辞さないし労をいとわない。だけど一発の爆弾で何人

もの命が亡くなっていく。そういう意味では戦争とか、戦

争にまつわる貧困に無関心ではいられないと思います。 

★ゲームで盛り上がり★ 

こう

 宍道湖活断層の真上をバスで 

通りました。すぐそこに原発 

         がある。 
 

          国策としてすすめられた原子力政策。過疎の辺鄙な町村は、交

付金や「原発マネー」がばらまかれる中でやっと生活をしのいで来ま

した。そんな中で起こった地震・津波・原発事故。 

         私たちは「災害時の看護」に挑戦。“姿勢をはっきりさせ、本当に困

難な人たちに気持ちを寄せること。どこまで手が『差し伸べられる

のかやってみよう。プロとして正しい知識の啓蒙活動をしよう！”と             

         支援に入りました。医療生協の「地域に繋がりながら健康づくり 

をする」という役割から避難所訪問や仮設住宅への支援の中で 

「お茶会」を開催しました。「人と人とのつながりを作る」という分断さ

れたコミュニティーを取り戻す試みです。   

放射線による被曝に関してはまさに「未知との遭遇」。目に見えない恐怖との闘いの中

で、「見る目で見ないと看えない現実」という造語が生まれ、目を凝らせてその気で見な

けりゃ見えないし、どんな看護をどう提供したらいいのか分からない状況でした。全日本

民医連には「被曝対策委員会」があり、“放射線による健康被害”や“今どうしたらいいの

か”という学習活動が精力的に行われました。まさに「オール民医連」を実感しました。 

私どもの「職員をどう守るか？」「何が大切か？」を意思統一し、職員の不安解消の対策

や子どもの「臨時学童保育」を開設したり、「あったか食堂」を開いたりしまし

た。そして「どんな風にすれば働き続けられるがろうか」丁寧に面談しながら対

応し、やむをえない苦渋の退職も当然ありましたが、全国からの支援をいただ

いてリフレッシュ休暇をとることもできる中で、何とか福島でとどまる気持ちにさ

せていただきました。 

    ≪“原発事故”は救えた命を見殺しにし、遺体の尊厳を奪った≫ 

    人の手に負えないものは、やっぱり作ってはいけないし動かしてはダメなん

だ！と思います。これからの看護学生さんは、本当に色んなものをよく見て、

誰のために最善を尽くすのか？を考え、どんな困難があっても決してたじろが

ない！そんな思いで私たちと共に頑張っていきましょう！ 

宍道湖活断層の真上をバスで 

通りました。すぐそこに原発 

         がある。 

第 13回全日本民医連中四国地協 

いよいよ開会！ 
山） 

2 日間仲良く学んだｸﾞﾙｰﾌﾟで

最終のﾃﾞｨﾞｽｶｯｼｮﾝ 

見学コース 

ｉｎ島根 
東日本大震災それに伴う福島原発事故から 5年後の DANS。 

今でも県内外に避難している人たちもいて原発問題は今も続いてい

ます。島根県は全国唯一県庁所在地に原発がある県です。 

もう一度原発問題を 1 から学び直し、原発とみんなの命について考

えていきましょう。（アピール文抜粋） 

心配してください！ 

原発再稼働始まってますよ！？ 

～見直そう 原発とみんなの命～ 

有刺鉄線に監視カメラが

ズラ～っと… 
島根原発 PR館到着！ 
山） 

レクチャーコース 

とにかく「安全」である事と、 

もしもの時の「安全対策」について

の説明を受けました。 

講師：治田幸子氏 

福島医療生協 

看護介護看護部長 

 
山） 

面白かった！ 

オセロゲーム 
ついに！ 

初参加で 

司会の大役、 

みごと！ 

★表彰式★ 

開催県島根の学

生さん職員さん 

実行委員長・副実

行委員長さん 

ありがとう！ 

9県の学生みんなで

力を合わせて、今

年のＤＡＮＳは大成

功！お疲れさまでし

た！皆さんありがと

うございました！ 感動の涙！ 
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来年開催の 

高知へ 

ﾊﾞﾄﾝタッチ！ 

ドリフの全員集合の曲で閉会ｾﾚﾓﾆｰ！ 

最後は一本締め ヨ～！ポン！！ 

高知担当の

閉会式も 

バッチリ！ 

正副実行委員長 

ごあいさつ 


